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― ラス・ケブラー ダス生物学センター を訪ねて ―
山岡　加奈子
《現地報告》Report from Latin America
《現地報告》Report from Latin America
















た元教師の男性 1 名のみである。残りの理事 7




































 LATIN AMERICA REPORT  Vol.30  No.1
コスタリカの環境保護・地域開発運動




の私の木（Mi árbol para la vida）」という。苗木
の種類は 10 種類以上あり，すべて外来ではなく
この地域原産の木が選ばれているとのことであ
る。これらの木の植林を進めることで，開拓前の
自然林に近い植物相を再現しようというわけだ。
理事会では，この運動をどうやって海外に広める
かが話し合われていた。
コスタリカ大学環境学部の学生たちは，全部で
50 名ほどの学部生であり，カリブ海沿岸の中心で
あるリモン（Limón）市にある分校に通っている。
山の中に開けた盆地のサンホセ周辺で見かける白
人かメスティーソの住民とは違い，アフリカ系の
顔立ちあるいは先住民系の顔立ちの学生たちであ
る。一般的には白人国家のようにいわれることが
多いコスタリカの人種的多様性を感じる瞬間であ
る。彼らの多くは卒業後，エコツーリズムのガイ
ドになることを目指しているそうである。
学生たちはまず 1 時間ほど，センター内にある
セミナー用のスペースで，理事の一人によるパ
ワーポイントを使った講義に出席，センターの概
要や目的について説明を受けた。その後，センター
の後ろにそびえる標高 1438 メートルのソンチョ
山（Pico de Zoncho）に登りながら，山の中の珍し
い植物や昆虫，鳥類などについて，専門ガイドの
説明を受ける。これは彼らの授業の一環なので，
皆ノートやカメラ，ビデオなどを持参して記録を
とり真剣に聞いている。筆者は登るだけで精一杯
だったが，まるで街中を歩いているかのように平
然と登っていた男子学生の一人は，デジタルカメ
ラでキノコ類を盛んに撮影していた。｢コスタリカ
のキノコ類は，種類がわかっているのは全体の 5％
といわれているんだ。比較的簡単に新種を発見で
きるので，ちょっと変わったキノコを見つけたら
写真に撮ることにしている｣ とのことであった。
ラス・ケブラーダス生物学センターのウェブサ
イトは以下の通りである。
http://www.canturural .org/jos/index.php/
conozca-nuestros-afiliados/29-fundacion-para-el-
desarrollo-del-centro-biologico-las-quebradas
（やまおか・かなこ／地域研究センター主任研究員）
筆者が参加した樹木の養子プログラム ｢命のための私の木」の証明
書。筆者の帰国後にメールで送られてきたもの。筆者が選択したの
はカオーバ（Caoba）という種類の木。成長は遅いが，硬くて家具
や建築材料になると聞いて選んだ。他にも成長が速くてすぐに山を
支えられるもの，美しい花を咲かせる種類などいろいろある。
ラ・ケブラーダ川。この流域ではまだ上流で川幅は狭いが，山間部
を下りながら他の川と合流し，太平洋に注いでいる。
